
　令和6年度　第2回保育士就職支援セミナーレポート

月齢や年齢で発達の目安はあるものの子供本人が楽し

める活動からひろげることが発達につなげていけると思い

ました。

今後の就職支援セミナー

セミナー参加者の声

運動発達が発達の基盤となり言語発達、社会性発達

に関係しているとは知らず、とても勉強になりました。

できないことを強制ではなく、できることから始めていく。

自信をもってもらえるとりくみを提示したいと思います。

日時：令和６年7月30日（火）13時30分～１5時

会場：吹田市文化会館 メイシアターレセプションホール

講師：吹田市こども発達支援センター 作業療法士 寺田 千晶

令和6年11月１日（金）

『保育園の生活や遊びの説明と保育園見学』

を予定しています。詳細が決まり次第

市報、ホームページ等でお知らせします。

乳幼児の発達について

今回のセミナーは吹田市保育所等職員研修会と合同で

開催しました。就職支援セミナーからは7名の方が参加さ

れました。吹田市こども発達支援センターの寺田千晶さ

んに講演していただき、0歳から5歳までの乳幼児の発達

について、各年齢に応じた遊びを取り組むことが大切で

あると話されました。

ふれあい遊びを大切に。

0歳児は大人とのふれあい遊びをたっぷりとすること。

1歳児は大人や友だちとじゃれあって、力加減をしながら

ふれあう楽しい経験を。2、3歳児は大人と一緒にジャン

プをしたり、4、5歳児は友だちの動きに体を合わせて動

く遊びなどが大切であると伝えられました。

できない活動ではなく、できる活動から行っていくこと、

子供との関わりの中で、子供が何が楽しいかを知り、

『楽しい』を拡げていこうと話されました。

講演終了後に直接講師に質問する時間を持ち、

丁寧に答えていただきました。

子供の理解を深めるために、これからも発達を学び、

保育に活かしていきましょう。


